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（１）政策提言・調査研究 

①目的 

国内フードバンク団体の支援ニーズを政策に反映させるため、中央省庁や国 

会議員を対象に政策提言を行う。 

 

  

②対象 

国会議員、中央省庁等 

 

③実施内容 

 

・2022 年 9 月 29 日 

提言先：農林水産省  

内容：「物価高騰の中での期限内食品の有効活用に関する意見交換会」  

 

 

・2022 年 10 月 11日 

提言先：岸田文雄内閣総理大臣 

内容：経済的な困難を抱える家庭を支援する団体関係者と車座で対話。 

コロナ禍におけるフードバンク活動の現状と課題、政策的な要望な 

ど、意見交換を行う。その後 2022年 10月 28日に閣議決定した、 

｢物価高克服・経済再生実現のための総合経済対策｣にフードバンク

への支援が明記される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・2022 年 10 月 18日 

提言先：自由民主党 NPO・NGO関係団体委員会 

内容：「予算・税制等に関する政策懇談会」において政策要望 
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・2022 年 11 月 11日 

提言先：農林水産省 食料・農業・農村政策審議会基本法検証部会 

内容：フードバンクを介した平時における食料安全保障について提言。食 

料・農業・農村基本法の見直しに向けた、中間の取りまとめにフードバン 

ク活動への支援が明記される。 
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・2022 年 11 月 14日 

提言先：自由民主党 孤独・孤立対策特命委員会 

内容：フードバンクを介した食料安全保障、予算要望等について提言 

 

 

・2023 年 2 月 2日 

提言先：自由民主党 食品ロス削減推進 PT 

内容：予算要望等について提言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④調査・研究 

「ソーシャルアクションアカデミーとの連携によるフードバンクに関する調査」 

・  フードバンク運営における、広報活動の役割と重要性を明らかにする為の調査 

・  フードバンクを通じた生活困窮者等への支援に係る企業の取組みに対する調査 

・  物価高の影響も含めたフードバンク団体の最新実態、および補助金・助成金申請

やウェブサイトの改善のための各種調査 

 

 

 

（2）第3回「フードバンクこども応援全国プロジェクト」 
 

①目的 

加盟フードバンク団体との連携により全国的な食料支援活動を行うこと

で、給食のない夏休み期間中の子ども達への支援を拡充する。 

 

②実施内容 

・実施時期：2022年７月～9月末 

・参加加盟フードバンク：全国 22団体 

・支援世帯：17,675世帯 



5 
 

（3）第4回「フードバンクこども応援全国プロジェクト」 
 

①目的 

加盟フードバンク団体との連携により全国的な食料支援活動を行うこと

で、給食のない冬休み期間中の子ども達への支援を拡充する。 

 

 

②実施内容 

・実施時期：2022年 12月～2023年 1月 

・参加加盟フードバンク：全国 31団体 

・支援世帯：28,565世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③協賛企業様 
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（4） 食品企業開拓及びマッチング 
 

① 目的 

各地の加盟フードバンク団体に寄贈食品を提供することで、最終受益者へ

の食料支援を拡充する。 

 

② 実施内容 

食品企業に対して食品の寄贈依頼を行う。また、企業からの寄贈食品は全

国各地の加盟フードバンク団体とマッチングし、提供する。 

 

③ 実施期間 

通年 

 

④ 寄贈実績 

項目 2020年度実績 
2021 年度実績 

（前年比） 

2022 年度実績 

（前年比） 

延べ寄贈企業数 122 社 
167 社 

（1.37 倍） 

178 社 

（1.06 倍） 

合計寄贈重量 272.82トン 
327.3 トン 

（1.20 倍） 

470.89 トン 

（1.43 倍） 

延べ提供先フードバンク 

団体数 
1,125 団体 

1,296 団体 

（1.15 倍） 

1,539 団体 

（1.18 倍） 

食品寄贈 1回当たりの 

平均寄贈重量 
2.26 トン 

1.96 トン 

（0.87 倍） 

2.64 トン 

（1.34 倍） 

食品寄贈 1回あたりの平均 

提供先フードバンク団体数 
9.22 団体 

7.76 団体 

（0.84 倍） 

8.64 団体 

（1.10 倍） 

 

※寄贈企業の一覧情報は別紙参照 

 

  



7 
 

（5）休眠預金等活用法に基づく新型コロナウイルス対応緊急支援

助成の実施 

 
① 目的 

新型コロナウイルス感染症の影響により急増する生活困窮世帯に対して

フードバンク等の食料支援を行う団体が、行政や社会福祉協議会、子ど

も食堂などと連携して実施する食料支援活動の地理的・数量的な拡大を

めざし、スタッフの雇用や、食品取扱量増加に向けたインフラ整備、そ

の他助成事業の実施に必要な経費を助成する。 
 

② 助成金額 

1団体当たり：上限 600万円    

総額：約 4,200万円（7団体への助成） 

 

 

（6）令和４年度厚生労働省「ひとり親家庭等の子どもの食事等支

援事業」の活用 

 
① 目的 

フードバンク団体等の食品の支援活動を行う団体に対して、食品の提供 

及び配布能力の向上に向けたインフラ整備を支援することによって、新

型コロナウイルス感染症の影響により困窮するひとり親世帯などへの食料

支援活動を拡充する。 

 

② 助成内容 

新型コロナウイルス感染症の影響等により困窮するひとり親家庭等の子ど

も等を支援するため、食品の支援活動を行う団体に対して資金的な助成を

行い、一人でも多くの困窮世帯の子どもたちへの継続的な食料支援に繋げ

る。 

また、特に夏休み期間中の給食のない時期に、食事の確保が困難になる困

窮世帯や子どもが増加するため、そのような子育て世帯に対する集中的な

支援活動を行う団体にも助成する。 

 

③ 助成団体数 

令和４年度「ひとり親家庭等の子どもの食事等支援事業」：51団体 

令和４年度第２次補正「ひとり親家庭等の子どもの食事等支援事業」：35団体 
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④ 支援物資の活用状況 

新潟県フードバンク連絡協議会         学校法人 順正学園 

 

 

 

 

 

 

 

フードバンクとっとり         NPO法人フードバンクぎふ 

 

 

 

 

 

 

 

 

フードバンクむらかみ         嵐山こども食堂 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 


